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油 蚕 形 質 発 現 の 特 異 性 に 関 す る

遺 伝 学 的 解 析2*

土 井 良 宏 ・筑 紫 春 生

Genetical and biochemical analysis of the oily 
   skin characters in Bombyx  mori. 2 

    Hiroshi Doira and Haruo Chikushi

緒 言

著者 らは前報 において油蚕形質発現 に至 る遺伝子作

用 の性格 について論 じ,油 蚕遺伝子は皮膚細胞 におけ

る尿酸蓄積を 積 極 的に 阻害す る 機能 を有す るanti-

morphで あ ることを明 らか に し,油 蚕 に お ける透 明

度の高低 はこの蓄積阻害 度の強弱の表現 として理解 さ

るべきで あることを指摘 した.油蚕 皮膚 に尿酸が少な

い ことは これ迄 にも多数の研究者によ り認 められては

きたが,尿 酸の細胞内蓄積量の多少 が油蚕形質発現の

直接的要 因であるか どうかの機構的実証 は全然 されて

いなかつた.こ こにおいて著者 らは正常蚕の皮膚 か ら

尿酸を追 い出せば果 して油蚕状 になるか どうか,ま た

尿酸の皮膚細胞 内蓄積の機構 が如 何なるものであ るか

とい う面での手がか りを得 るため油i蚕phenocopyの

誘発を試みたので ある.

その結果,正 常蚕 にmelamine(2,4,6-triamino-

s-triazine)を 添食 させ る ことに よつて1頭 の例外 も

な く油蚕のphenocopyを 作 出 し得 ることを確認 し,

その性状,成 因 について2,3の 実験及 び考察を行な

つたのでここに報告する ことに した.

本文 に入 るに先立ち尿 酸定量法 について教示賜つた
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存 のP22(日 本錦,日 本種1化),P44(九 蚕支101

号,支 那種2化)及 び現行品種の太平 ・長安である.

Phenocopy誘 発能の検定 に供 した薬 品はmelamine
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及 びTable4に 示す49種 で,そ れぞれ の0.2%前 後

の水溶液(又 は懸濁液)を 桑葉の表裏両面 にむ らな く

噴霧 した もので一定令期間だけ飼育 した(1日4回 給

与).そ の他の令期の飼育 には 普通葉のみを用 いた。

しか してphenocopyの 出現 したmelamine添 食区

及び対照区について5令 起蚕時か ら,24時 間毎に皮膚

を採取 しその尿酸量を定量す ると共 に,両 区50頭 宛

か ら24時 間毎に糞を 集め排泄尿酸量を も測定 した.

尿酸定量 に際 しては,皮 膚の場合は脂肪組織,筋 肉を

取 り除 き頭部及び脚部を切除 したものを90℃ で1時

間乾燥 し,1頭 分 を秤量 して90℃ の熱水で2時 間抽

出,抽 出液を10mlに 調整 した.糞 の場合 は90℃ で

2時 間乾燥後その0.3gを とり同様 に抽 出 して総量を

10m1に した.こ れ ら抽出液についてSambhiand

Grollmanの 法に従いDowex2-X8カ ラムを通 して

尿酸を分離溶 出し,BenedictのArsenophosphotung-

s亡ate試 薬 及びUrea-Cyanide・Carbonate試 薬を用

いて発色させ波長660mμ で比色定量 した.

Fig. 1. Melamine

実 験 結 果

1.Melamine添 食 に よる油 蚕phenoeopyの 誘 発

Melamine(2,4,6-triamino・s・triazine)〔Fjg,1〕 の



Table 1. Uric acid contents of the integuments of silkworm larvae 

     given melamine at the fifth instar.

 * matured ,  t oily skin phenocopy(mosaic type), I oily skin phenocopy (complete).

飽和水溶液(約0.32%)を 桑葉の表裏両 面に噴霧 して

P44系 統に孵化 直後 か ら 添食 したところ(61年12

月),2日 目には大部分の ものが 発死 したが 生残つ た

もの は 例外な く3日 目に透 明度 の高い 油蚕状 となつ

た.1令 期間中は引続 き添食を行 ない,眠 を経過 させ

て2令 起蚕を観察す るとこの油蚕性 は消失す ることな

く維持 されて いた.以 後添食を 中止 し観察 を続行 した

ところ,経 過 に伴い透明度は若干低下 していつたが全

部弊死 した3令 末期迄依然 と して 油蚕状を 呈 してお

り,正 常(不 透明)に 復す ることはなかつた.か くて

melamine添 食 により油蚕Phenocopyを 誘発 し得 る

ことを確 認 したので,5令 期 に同様 にして添食 したと

ころまる2日 余 にして先ず節間膜部付近に異常が現わ

れ始め,次 で不透明部と透明部が不規 則に入 り交つた

所謂地 図マダラのモザ イク油蚕状*を 至 し,更 に進ん

でま る3日 を経過すれば完全 な高度油蚕の様相を呈 し

1点 の不透明部 も残 らなかつた.

2.油 蚕phenocopyと 尿酸量

前 記の如 くに して誘発 された油蚕のphenocopyに

おいて も果 して遺伝的油蚕と同様に皮 膚尿酸量が減少

しているか どうか,ま た 減少 しているとすれば 皮膚

細胞か ら消失 した 尿 酸 はどうな るかを 調べ るため,

5令 期 間の長い実用品種太平 ・長安に5令 起蚕時 より

melamine(0.25%)を 添食 して24時 間毎 に 皮膚及

び排泄糞 中の 尿酸量を 定量 した.先 ず皮膚尿酸量を

Table1に 示す.こ の際melamine添 食の場合は同

*添 食 令 期(及 び 系統?)に よ つ て は極 め て 規則 的

な マ ダ ラが 発 現 す る場 合 が あ る.

一 区内にあつて も当然個体 により異常 の発現 には若干

の遅速があ るが,各 日における外見上平均的な型を選

び分 析に供 した.即 ち48時 間 目迄 は完全に正常,72

時間 目は不透明(正 常)部 と透 明部が ほぼ半 々のモザ

イク型,96時 間 目は大部分 が透 明になつているモザイ

ク型,以 後 は完全に透 明となり不透 明部を1点 も残 さ

ない ものである.

皮 膚1g当 りの尿酸量の消長を対照区につ いて みる

に起 蚕当時 より24時 間経過時においては若干減少 し,

48時 間目には急増 して いる.以 後大 きな変動 はな く熟

蚕前 日にやや増加 し,熟 蚕 にな ると半減す る.一 方,

melamine添 食区では24時 間経過 時は対照区 と 同程

度減少 してい るが,48時 間 目 においては 外観的 には

正常 であ るに もかかわ らず既 に尿酸量の増加 は起 らな

い.し か して外見的に も異常(油 蚕状)の 認 め られ る

72時 間 目以後は急激 に 減少の 一途 をたどり,完 全 に

透 明とな る120時 間目以後では尿酸 は殆ん ど検出 され

な くなる.

次 に排泄糞中 の尿酸量をTable2に 示す.対 照区

における糞1g当 りの尿酸量 は1日 目にかなり多 く,

2日 目は更 に増加 し以後令の中期において は減少す る

が熟蚕期を 迎え 再びやや 増加 してい る.こ れに対 し

melamine添 食区では1,2両日 は対照区 と大 差ない

が,異 常の現 われ始め る3日 目には大 巾に増加す る.

4日 目にはやや減少 し5日 目 には 再び 増加 して 熟蚕

期には かえつて 減少す る.し か し最 初の2日 間を除

けばいずれ も添食区の 糞の方に 多量 の 尿酸が 検出さ

れた.



Table 2. Amounts of uric acid in the excrements of the 

     5th instar larvae given melamine.

Fig. 2. UV absorption spectra of uric acid and melamine. 

 U  : uric acid, M : melamine.

3.Melamineと 尿酸 との関係

前記の結果か らmelamine添 食によつて皮膚 中の

尿酸は 減少消失 し 排泄量が 増大す ることが 判 明 した

が,果 してmelamineと 尿 酸との 間に直接的な作用

一 尿酸の分解一 が ないか どうかを調べ るため,尿

酸溶液 とinelamine溶 液及 び両者の混合溶液を37℃

で4時 間incubateし て紫外線吸収を調べた.そ の結

果をFig.2に 示すが混 合溶液の吸収曲線 は尿酸及び

melamineの それを加えた ものであつた.

4.油 蚕phenoeopyと 生体染色

油蚕に中性赤を添食す ると皮膚細胞は淡染 し内部諸

器 官は濃染す ることが有賀(1943)に よ り知 られてい

る.そ こで油 蚕phenocopyで は該 色素による生体染

色の状態 がどうな るかを調べた.即 ち中性赤 は1%溶

液を桑葉 の表裏両面に塗布 して風乾 した ものを2回,

melanlineは0.25%水 溶液 として桑葉 に噴霧 した も

のを10回(2日 半),p22系 統に添食 し,5令4日

目に解剖 して各組織 の中性赤による染 色度を調べた.



Table 3. Relation between vital staining by neutral red and the 
     induction of oily skin by melamine.

Larvae were examined at the 4th day of the 5th instar.

その結果を まとめてTable3に 示す.

生体染色を行なつたもの にmelamineを 添食す る

と中性赤は尿酸と同様 に皮 膚 細 胞 か ら失われてい く

が,同 時に絹糸腺,睾 丸のよ うな内部器官か らも消失

し,消 化管及び マルピーギ管 か ら排泄 されてい く.

尚,中 性赤の皮膚細胞か らの消失は油 蚕性の発現と全

く並行的で,モ ザイク油状の段階では油部では中性赤

も消失 し不透 明部 では中性赤 も残存 していた。逆に油

蚕phenocopyに 中性赤を添食 した場合 には皮膚細 胞

は遺伝的油蚕におけると同様に淡染す る傾 向が認め ら

れ る.

5.体 色突然変異 とmelamine添 食

各種体色突然変異体にmelamineを 添食 した場合に

体 色の変化が起 こるか否かを調べた.そ の結果,黒 縞

(pS),暗 色(ρ,ひ ので(の,か す り(の な どの

外皮色素 によ る形質 の場合 には油性以外 に何 らの変 化

も認 められ なかつた.と ころが 皮膚細胞 に 黄色色素

xanthopterine-Bが 蓄積 され る黄体色(lem)に 添食

させた場合 には油性の発現 と並行 して黄色色素 も皮膚

か ら消失 していき,遂 には完全に油 蚕状 とな り黄 色色

素を全然 とどめなかつた.

Fig. 3. s-Triazine

6.各 種化合物の油蚕誘発能の検定

Melamineが 油蚕誘発能を有す ることが判明 したの

で,triazine系 物質を中心 に 核及び 結合基 について

類似構造を 有する もの,並 びに 種 々の キ レー ト剤,

アルキル化剤を 添食 して 誘発能 の 有無を 検討 したが

melamine以 外 に誘発能を持つ ものは見 出し得 なかつ

た。 これ迄 に検定 した化 合物をTable4に 掲げるが,

便 宜上triazine誘 導体は2,4,6のCに 結合する基 を

それぞれx,Y,zと して結合基のみを示す(Fig.3).

論 議

皮膚が透 明な油蚕では皮膚細胞 に蓄積 される尿 酸量

が不透明な正常蚕 よりも少ないことは広 く認め られて

い る事実である.し か し尿酸の細胞内蓄積の多少が油

蚕形質発現 の直接要因であるか どうかの機構 的実証,

正常蚕の皮膚 か ら尿酸を追 い出せ ば果 して油蚕状を呈

す るかど うか,ま た尿酸の細胞 内蓄積の機構 が如何な

るものであるか とい う点 についての知見は今迄全然得

られていなかつ た.こ れ らの問題を解 明するため著者

らは化学的,物 理的処理 により油蚕phenocopyの 誘

発を試 みて いたのであ るが,正 常蚕にmelamineを

添食することにより109%高 度油蚕の様相を呈す るに

至 ることを確認 したのである.こ の現 象は遺伝子的に

は正常 である個体が突然変異体 と全 く同様 な性状を呈

するという点 においては表型模写phenocopy現 象と

軌 を一 に している.し か し これを直 ちにphenocopy

と見倣す には若干問題が ある,何 故な らばphenocopy

とは元来遺伝的に正常表型となるべき個体において,

その発生分化の途上 での物理的,化 学的刺戟によつて

突 然変異 に類似 した異常形質が発現す る現象を云 うの

であ り,こ の 「油蚕」の場合は幼虫期既 に正常な皮膚

と して形質発現 が完 了 してい るものに添食 して直ちに

幼虫皮膚 に現われる異常であ り,同 一個体で異常の程

度が変動す るか らである.さ りなが ら突然変異体の形

状と全 く同 じであること 及び 一旦誘発 すれば 添食を



Table 4. Compounds  failed to induce " oily skin phenocopy."

*こ れ らの 大 部 分 の入 手 に つ い て は庵 原 農 薬 株式 会 社 の 好 意 に よつ た .記 して 謝意 を 表 す る.

中止して もかな り長期 に亘つてその異常 が維持 される

こと,生 体染色な どの場合 と異な り体 内に摂取 された

物質 自体 が示す性状ではないこと,ま たこの誘発 され

た油 蚕性 は油 蚕同志 の交配 によつて も次代 には伝え ら

れない† などの理由か ら,こ の 場合 もまた 表型模写

†Melamineは 極 め て 有 効 なmutagenで もあ りoew

座 位について み た 場合10-3オ ー ダー の 変異 率 を

示 す が この 添 食 当代 に お け る"油 蚕"誘 発現 象 と

は無 関 係 で あ る.こ れ に つ い て は別 に 報 告す る.

phenocopyと 言 うべ きであると 考え る.即 ち従来知

られている発生分化の異常に基 因す るphenocopyと

は概念的に異 なる新 しいtypeのphenocopyな ので

ある.

この模写表型油蚕においてはTable1に 示 した如

く皮膚細胞に蓄積 されていた,ま た蓄積 されるべ き尿

酸 が消失 している.つ まり(正 常皮膚)一(尿 酸)→

(油蚕)と な るのであ り,従 来考え られて い たように

皮膚細胞に蓄積 され る尿酸量が少ないということが油



Table 5. Uric acid contents in larval skin and total amounts of the 
     acid excreted in a day per individual at the 5th  instar.

Amounts of uric acid are expressed in mg.

蚕形質発現 の最終的直接要因であることが ここに確証

されたわけである.

Melamine添 食 により皮膚細胞か ら消失 した尿酸 は

殆ん どそのまま排泄 されて しま うものであろ うことが

排泄糞中の尿酸量の 増加か ら窺 われ る(Table2).

この関係 を更に明確にす るため1頭 当 りの皮膚及び排

泄尿酸量を示す とTable5の 如 くであ る.1頭 当り

の皮膚尿酸 量は対照区では熟 蚕前 日まで増加 し続 け熟

蚕期に激減す る.一 方melamine添 食 区にあつては

外観的に正常 な48時 間 目迄 は 増加す るものの既に対

照区の増加割合 には及ばず,そ の後異常発現 に伴ない

減少 していき 遂 には 痕跡量 を とどめ るに 過 ぎな くな

る,1頭 が1日 間に排泄す る尿酸量は対照区 にあつて

は5令1日 目には少な く2日 目には増加す るが以後減

少 していき熟蚕期に至 り再 び増加す る.Melamine添

食 区にあつては最 初の2日 間の排泄量は対照区 と大差

ないが,異 常の現われ始 める3口 目には対照区 とは逆

に更に増加す る.4日 目に一旦減少 し5日 目には再 び

増加 して熟蚕期 にはかえつて減少す る.し か し最初の

2日 間を 除けばいずれ も 対照区に 比 し明 らか に多量

(約2倍)の 尿酸を 排泄 してい る.菱 田 ら(1962)は

本報 にお ける対照区の場合 と同様な5令 期幼虫の発育

進行に伴な う排 泄尿酸量の減少を認め,同 期 における

旺盛 な絹糸蛋白合成と 関連を 有するものと推定 した

が,本 実験の結果 よりすれば尿酸排泄系(主 と してマ

ル ピーギ管)の 排泄能 自体の変動をも反映す るものと

考 えねばな るまい.

この模写表型油蚕の成 因如何は極 めて興味深い問題

であるが,1)尿 酸生成 を導 く酵素系に働き尿酸生成

を抑え るためではな く,2)皮 膚細胞の透過性を減ず

る結果生成 された尿 酸が皮膚細胞内に入 り得 ないため

で もない ことは,起 蚕当時既に皮膚細胞 に蓄積 されて

いた尿酸まで もが殆 んど完全に消失 して しまい,対 照

区に比 し,よ り多量の尿酸が排泄 されている夢実か ら

明 らかであ る.ま た3)Melamineが 直接尿酸に作用

して尿酸を変化,分 解せ しめ るものでない ことも,排

泄尿酸量の増大及 びFig.1に 示 した如 くmelamine

と尿酸の 混合溶液 の 紫外線吸収 スペク トルが 尿 酸と

melamineの それを加えた ものであることか らして 明

白であ る.4)Somaticmutationに よるもので ない

ことも論を侯 たない.5令 起 蚕時か ら上蕨時までの1

頭 当りの全排泄尿酸量は 対 照区:6。83mg,添 食区:

11.04mgで あり,添 食 区の方が4.2mg強 多量に排泄

している.一 方上蕨時における皮膚尿酸量は対照区:

3.08mg,添 食区:痕 跡量であ り,通 常の場合熟蚕期

には尿酸 の体液 中濃度が著 しく増大す る事実(清 水,

1943)を 考慮すれば,添 食区にお ける尿 酸生成量 は対

照区と同 じであ り皮膚尿酸の減少消失量と排泄量の増

大 とはほぼ収支相償 うものであ ると見倣 され る.従 つ

て5)Melamineは 先 ず尿酸蓄積系に働 いて結合 して

いる尿酸を遊離せ しめるもの と判断され る.し か して

油蚕では皮膚細胞の 蛋 白質がallele特 有の 質的異常

を生 じてい る(土 井良 ・筑紫,1961及 び 未発表)こ

となどか らすれば,尿 酸は皮膚細胞 にあつては蛋白質

と結 合 して存在 しているものと考えざるを得ない.

以上 により尿酸 が皮膚細胞に蓄積され る機構,油 蚕

phenocopy生 成 の 機構 について,現 在 のところは

speculationの 域を 出ないが 一応次 のように 考 え ら

れる.

a)尿 酸(こ れが実際に どんな塩の形態を呈 してい



るかは一応問題外 として)が 細胞 内に蓄積 されるの は

蛋白質との間のキ レー シ ョン類似の結合によると推定

され る。

b)そ れがmelamineに よつて油 蚕状態 を呈す る

のは,蛋 白の尿酸と 結 合す るarmが尿酸 に代つ て

melamineと 結 合す るよ うにな り,尿 酸が遊離 し,遊

離 した尿 酸はマルピーギ管か ら体 外に排 出されるか ら

である.

c)油 蚕phenocopyに おいてその後生

成 される尿酸は正常の場 合と異な り,直 ち

に蛋白と結 合で きないので皮膚細胞に蓄積

され得ない.

d)Melamineも 代謝 によ り次第 に 皮

膚細胞か ら失 われてい くし,細 胞内の蛋 白

量 も増加 してい くか ら漸次 正常状態に復 し

てい くべきであるが,そ の代謝速度が著 し

に類す ることは化学構造 と薬理作用 の間 にも広 く認め

られることであ り,誘 発能はない ものと見倣 して差支

えないと思われ る.

次に種 々の体色突然変異体 にmelamineを 添食 し

た場合,黒 縞,ひ のでなどの外皮色素による形質では

油蚕性以外 に何 らの変化を も認め得ないのであるが,

内皮色素たる黄体色の黄色色素は油蚕 性の発現と並行

Fig. 5. Postulated scheme for the melamine effect. 

  P : protein, U: uric acid, 

X: xanthopterine-B, N: neutral red.

く遅 い の でか な り長 く油 蚕の 状 態 が 維持 され る.

これ を 模 式 的 に示 せ ばFig.4の 如 くで あ る.

以 上 の 考 え はmelamineと 同様 なphenocopy誘 発

能 を 有 す る ものが 他 に もあ れ ばか な り明 確 に な るで あ

ろ う とい う意 図 に よ り関連 化 合 物 及 び キ レー ト剤,ア

ルキ ル化 剤 な ど計49種 の化 合物 の添 食 を 行 な つ たの で

あ るが 誘 発 効果 を 持 つ もの は見 出 し得 ず,現 在 迄 の と

こ ろmelamine只1つ に限 られ て い る(Table4).

就 中melamineの3個 のNH2基 の 中の1個 或 い は2

個 がOH基 で 置 換 され たammeline,ammelide,3

個 全 部 がNHNH2甚 となつ た もの,及 びNH2華 が3

個 あ つ て も 核 がbenzeneで あ るtriaminobenzene

Fig. 4. Scheme to account for the induction 

   of oily skin phenocopy by melamine fee-

   ding.  P  : protein, U : uric acid.

などで さえ も2令 起 蚕か ら上族時まで添食 して も誘発

効果を認め ることがで きず,melamineに よる油蚕誘

発現 象は極めて特異性 の高い反応であると言わ ざるを

得 ない.も つ ともmelamine添 食 の場 合において外

観的 には正常な時 期に既 に尿酸量は対照のそれに比 し

少 な くなつていることで もあ り,こ の ような前油蚕状

態 に止つている可能性はある.し か しこの反応特異性

的 に消失 して しまう.即 ちモザイク油状の時には油 部

か らは黄 色色素 も消失 し,不 透 明部は黄色を呈 してい

るのであつて,尿 酸 も黄色色素 も同時 に皮膚細胞か ら

消失 してい くことが明 らかである.従 つてmelamine

は尿酸 のみな らず広 く皮膚細胞内に 蓄積 され る色 素

を,そ の蓄積系1との結合を断 ち遊 離排 出せ しめ るもの

であること,並 びに黄体色蚕 におけ る黄色色素の皮膚

細胞での蓄積には尿酸の場合 と似かよつた蛋 白との関

係があることが窺われる.

また尿酸や黄色色素のような生体代謝産物ではない

中性赤による生体染色を行 なつた場合において も,こ

れ に更にmelamineを 添食す ると皮膚細胞 に入つ中

性赤は油性の発現 と並行的 に消失す るのであ るが,

同時 に絹糸腺,睾 丸のよ うな内部器官か らも失われて

い くのである(Table3).即 ちmelamineは 広 く組

織細胞 において尿酸,色 素等 の比較的低分子 の物質を

その蓄積系(蛋白質)と の間の結合を断つ ことによ り

遊離排 出せ しめる作用を有す るものであ り,著 者 らは

これを メラミン効果Melamineeffectと 呼びたい・

以上を総括 し模式的 に示せばFig.5の ような関係

が推定 される.

この作用 は蚕 においてはmelamineに 特有であ る

のみな らず広 く動植物界において も類似現 象は全然知

られてお らず極めて興味深いものがあ る.ま たこ流は

遺伝的油蚕形質発現に至る第1義 的要 因が皮膚細胞に

おけ る尿 酸蓄積系一 蛋 白質 一 の質的異常 にあるこ

とを示 唆す るもの と言 えるであ ろう.即 ち正常蚕の皮



膚細胞において尿酸を捕捉す る機能を発揮す る蛋 白の

形成 に関与す る遺伝子 的要素は どの染色体 にも相当 に

広 く分 布 してい るとみ られるのであるが,皮 膚細胞蛋

白の形成 の場 において これ ら要素の全部が正常 に形成

過程 に働 く時に始 めて尿酸を完全 に捕捉 し得る蛋 白が

生成され るので あり,そ れ らの中1個 で も異常 を呈す

る時は異常 蛋白が生成 され蛋 白の尿酸を捕捉す る機能

が減ず る結果,尿 酸の皮膚細胞内蓄積量が減少 して油

蚕性を黒す るに至ると考え られ るので ある.こ の点 の

詳細 については次報 に譲 る.

要 結'

蚕の正常幼虫にmelamineを 添食 して汕 盃のphe-

nocopyを 誘発 した.こ れ は従来知 られてい る発生分

化 の異常 に基因するもの とは概念的に異 なる新 しい型

のphenocopyで ある.

この模写表型油蚕の生因はmelamineが 皮膚細胞

において尿酸 とその蓄積系 との間の結合を断 ち,尿 酸

を遊離排 泄せ しめ ることによる.こ のほかmelamine

は広 く組織細胞において色素類 とその蓄積系 との結合

を断つて遊離排出せ しめる機能を有す る.こ れを メラ

ミン効果と呼ぶ.

以上によ り遺伝的油蚕形質発現の最終的直接要 因は

尿酸の 皮膚細胞 内蓄積量の 減少 にあ ることが 確認 さ

れ,そ の第1義 的要因は皮膚細胞 における尿酸蓄積系

一 蛋 白質 の質的異常にあることが推定 された.
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                                      Summary 

    It has been well known that the normal skin of silkworm larvae is opaque and white in 
 colour and contains a large amount of uric acid in the hypodermis. In the oily skin mutant, 

 however, the skin of larvae is more or less translucent and contains small amount of uric acid. 
 So it provides a very interesting problem whether the skin becomes translucent if one could 
 expel uric acid from hypodermis of normal larvae. In the course of an experiment to induce 

 oily skin phenocopy, we confirmed that all of the normal larvae which were given melamine, 2, 
 4, 6-triamino-s-triazine, turned into translucent skin within two or three days. This may be 
 thought as phenocopy in the sense that originally normal individuals change into mutant-like 

 feature. But this is somewhat different f rom usual phenocopy produced by abnormal differen-
 tiation of rudiment, and it is to say that this is a new type of phenocopy. In this induced oily 

 skin, too, uric acid content of hypodermis is so reduced to remain trace of the acid that the rest 
 of it is excreted out. Melamine does expel not only uric acid but also such pigments as xantho-

 pterine-B, yellow pigment of the lemon character, and neutral red from some tissues and organs 
 as hypodermis, silk glands, testes and so on. Thus it may be inferred that the protein in 

 hypodermis functions as a storage protein biophysically accumulating uric acid. And it may also 
 be conjectured that hereditary oily skin characters are manifested by the abnormality of the 
 protein which accumulate uric acid in the hypodermis. Up to present, melamine is the only 

 substance which can induce oily skin phenocopy, and this function of expelling uric acid and 

pigments out of tissues may be called as "melamine effect."


